
                      　次のア～ウは，日本国憲法における人権に関する記述である。各記述中の下
線部分の正誤をいずれも正しく示しているのはどれか。
ア．平等権は，全ての人が差別なく平等な扱いを受ける権利である。全て国民は法の下
に平等であり，夫婦は同等の権利を有することなどが定められている。

イ．自由権は，国家のいきすぎた命令や強制から，個人の自由を保障する権利である。
このうちの表現の自由は，思想・良心の自由と同様に，社会を発展させるために欠
かせない権利とされ，公共の福祉を理由として制限することは許されない。

ウ．社会権は，国家に対して人間たるに値する生活を要求する権利である。このうちの
生存権は，国民が健康で文化的な最低限度の生活を営む権利である。

ア イ　　ウ
１．正　　正　　誤
２．正　　誤　　正
３．正　　誤　　誤
４．誤　　正　　正
５．誤　　誤　　正



                        　斜面上で静止している物体に働く力に関する次の文中のア～ウの｛　　｝内
からいずれも妥当なものを選んでいるのはどれか。

図Ⅰのように，水平となす角がqの粗い斜面上で物体が静止している。この物体には，
重力のほかに，斜面と接している面に垂直抗力及び摩擦力が働いている。図Ⅰに示した
ように，重力は斜面に平行な方向の力F1と斜面に垂直な方向の力F2に分解することが

できる。摩擦力はF1と釣り合っているので，摩擦力の向きは  であ

り，摩擦力の大きさは  。

いま，図Ⅰの状態から図Ⅱのようにqを小さくしたとする。すると，物体に働く重力
の大きさは変わらないが，重力を分解したときの斜面に平行な方向の力の大きさは変化

するので，これに伴って，摩擦力の大きさは図Ⅰの状態よりも  なる。

ア イ  　ウ
１．F1と同じ向き　　F1より大きい　　　小さく
２．F1と同じ向き　　F1と同じである　　大きく
３．F1と逆向き　　　F1より大きい　　　大きく
４．F1と逆向き　　　F1と同じである　　大きく
５．F1と逆向き　　　F1と同じである　　小さく
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F1と同じ向き　兼
ア牽
　験F1と逆向き
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F1より大きい　兼
イ牽
　験F1と同じである

券
犬
鹸

大きく　兼
ウ牽
　験小さく

図Ⅰ 図Ⅱ

重力

重力θ

F1

F2



                      　３種類の飲物Ａ，Ｂ，Ｃがある。値段の比はＡとＢが１：４，ＢとＣが２：１
であり，Ａ，Ｂ，Ｃを１本ずつ買うと合計で ５６０ 円になる。ＡとＣの値段の差はいくら
か。
１．４０ 円
２．５０ 円
３．６０ 円
４．７０ 円
５．８０ 円


